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令和５年12月18日 

十日町市 越後松之山「森の学校」キョロロ 

 

 

「森の学校」キョロロ周辺で確認されたヒメガガンボ科の昆虫が、その採集地にちなん

で Dactylolabis
ダ ク テ ィ ロ ラ ビ ス

 kyororo
キ ョ ロ ロ

 という学名で新種記載されました。キョロロが十日町市産標本を

もとに新種記載した昆虫として6種目となります。 

 

１．論文概要 

・出版雑誌：Zootaxa
ズ ー タ ク サ

（動物分類学に関するニュージーランドの国際学術雑誌） 

・出版日時：2023年11月22日 

・論文タイトル：Taxonomic study of the genus Dactylolabis5 Osten Sacken, 1860 of Japan 

(Diptera: Limoniidae).（日本産コケヒメガガンボ属の分類学的研究（ハエ

目：ヒメガガンボ科）） 

・著 者：Daichi Kato（十日町市立里山科学館 越後松之山「森の学校」キョロロ 

加藤大智研究員） 

・概  要：日本産コケヒメガガンボ属の種はこれまで2種が知られていたが、日本全

国で採集した標本や、アメリカのスミソニアン博物館に保存される標本な

どを調査した結果、新種1種を含む3種にまとめられた。新種となった1種は

全国の調査のなかで、キョロロにおいて初めて確認された種で、その採集

地にちなみ、学名をDactylolabis kyororoとして新種記載された。 

 

２．今回の新種の概要 

今回新種となったDactylolabis
ダ ク テ ィ ロ ラ ビ ス

  kyororo
キ ョ ロ ロ

  （和名：キョロロコケヒメガガンボ）はハエ目

ヒメガガンボ科の昆虫で、2021年にキョロロの森の沢付近で初めて1個体が採集された。

その後、2022年に新発田市で1個体、2023年にキョロロ敷地内で1個体が追加採集されてい

る。これまで全国的に調査しているなかで、本種が確認されているのがキョロロを含む2

地点のみである点から、希少度の高い種の可能性がある。これまでのキョロロの一連の新

種発見により、里山の生物多様性の理解の深化につながることを期待する。 

 

３．添付資料：「Dactylolabis
ダ ク テ ィ ロ ラ ビ ス

 kyororo
キ ョ ロ ロ

」画像ほか（※画像提供可） 

 

キョロロの名前がついた昆虫が新種記載されました 

十日町市 

■お問合せ先  

 十日町市立里山科学館 越後松之山「森の学校」キョロロ 

 担当：加藤大智（研究員）、小林誠（学芸員）、 ☎025-595-8311 



キョロロコケヒメガガンボ Dactylolabis kyororo Kato, 2023

国内コケヒメガガンボ属 3種の採集記録地点

オス成虫全体像：脚の黒味が強い 翅：黒い筋模様が入る

交尾器

オス交尾器全体像（背面）

od

id

od と id はほぼ同じ長さ
id は先端側が弱く曲がる

この部分が明瞭に
くびれる

この部分が広い
プレート状になる

◆キョロロコケヒメ

●ウスモンコケヒメ ●オナガコケヒメ

キョロロコケヒメ

3 mm

オス交尾器内部骨片

（左図緑点線部）

0.1 mm


